
 
大
高
緑
地
の
自
然
・
一
月
（
睦
月

む

つ

き

）

 

 
 

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

平
成
二
十
七
年
も
大
高
緑
地
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

一
月
四
日
（
日
）
か 

 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ら
営
業
を
始
め
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

交
通
公
園
に
門
松
を 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

七
日
ま
で
飾
り
ま
す 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

。
竹
の
笑
顔
が
と
て 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

も
ユ
ニ
ー
ク
で
、
今 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

年
も
皆
様
に
と
っ
て 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

良
い
年
に
な
り
ま
す 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

こ
と
を
お
祈
り
し
ま 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

す
。 

昨
年
の
暮
れ
十
二
月
十
八
日
は
九
年
ぶ
り
の
大
雪
と

な
り
名
古
屋
で
も
二
十
三
セ
ン
チ
の
雪
が
降
り
、
大
高

緑
地
も
銀
世
界
と
な
り
ま
し
た
。
今
後
も
雪
が
降
る
と

思
わ
れ
ま
す
の
で
十
分
注
意
し
て
ご
利
用
下
さ
い
。 

 

●
今
月
は
、
二
十
四
節
季
の
小
寒
（
一
月
六
日
）、
大
寒

（
一
月
二
十
日
）
、
一
年
で
最
も
寒
い
季
節
と
な
り
ま

す
。 

 

そ
の
他
、
七
草
（
一
月
七
日
）、
鏡
開
き
（
一
月
十
一

日
）
、
成
人
の
日
（
一
月
十
二
日
）
、
小
正
月
・
小
豆
が

ゆ
（
一
月
十
五
日
）、
奈
良
若
草
山
山
焼
き
（
一
月
二
十

四
日
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

●
冬
に
見
ら
れ
る
「
木
の
花
芽
」
の
一
部
を
紹
介
し

ま
す
。 

 

①
コ
ブ
シ
＝
綿
帽
子
の
中
に
花
芽
が
あ
り
四
月
の

開
花
ま
で
暖
か
く
し
て
い
ま
す
。 

②
ハ
ク
モ
ク
レ
ン
＝
コ
ブ
シ
と
似
て
い
ま
す
が
、

花
芽
の
大
き
さ
が
二
倍
ほ
ど
あ
り
ま
す
。 

 

③
ハ
ナ
ミ
ズ
キ
＝
枝
の
先
に
丸
く
ふ
っ
く
ら
し
て 

い
ま
す
。
四
月
開
花 

④
ヤ
マ
ボ
ウ
シ
＝
先
が
尖
っ
て
い
ま
す
が
よ
く
見

る
と
丸
身
を
帯
び
て
い
ま
す
。
六
月
開
花 

 

⑤
オ
オ
シ
マ
ザ
ク
ラ
＝
緑
地
に
は
多
く
あ
り
一
重

の
白
花
で
良
い
香
り
が
し
ま
す
。
四
月
上
旬
開
花 

⑥
花
梅
＝
和
風
園
に
四
百
本
程
あ
り
、
早
咲
き
は
二

月
中
旬
か
ら
咲
き
だ
し
三
月
下
旬
ま
で
楽
し
め

ま
す
。 

 

花
色
は
紅
、
白
、
ピ
ン
ク
、
そ
の
他
一
本
の
木
か

ら
紅
白
に
咲
く
木
も
あ
り
ま
す
。 

 

■
今
月
の
催
し
物 

①
親
子
凧
づ
く
り
凧
あ
げ
大
会
《
要
予
約
》（
一
月
十
一
日
） 

②
冬
あ
そ
び
《
焼
き
芋
あ
り
・
有
料
》（
一
月
三
十
一
日
） 
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